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国
内
シ
ェ
ア
80
％
～
90
％
を

誇
る
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

製
作
の
パ
イ
オ
ニ
ア

そ
れ
が「
甲
冑
工
房
丸
武
」

　

本
市
湯
島
町
に
あ
る「
甲
冑
工
房
丸
武

（
丸
武
産
業
株
式
会
社
）」。

　
昭
和
33
年
に
釣
り
ざ
お
メ
ー
カ
ー「
丸

竹
産
業
株
式
会
社
」と
し
て
設
立
し
た

社
は
、
創
立
者
で
あ
る
田
ノ
上
忍
氏
が
、

趣
味
で
集
め
て
い
た
甲
冑
の
修
理
を
繰

り
返
し
て
い
る
う
ち
に
得
た
知
識
と
技

術
を
産
業
化
し
、
48
年
に
甲
冑
製
造
業

へ
と
転
業
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
映
画
な
ど
で
は
本
物
の
甲
冑

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
丸
竹
産

業
が
製
作
し
た
レ
プ
リ
カ
の
採
用
に
よ

り
、
一
つ
の
作
品
に
多
く
の
甲
冑
を
登

場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

大
幅
に
軽
量
化
さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
が
、

演
者
の
負
担
軽
減
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
大
河
ド
ラ
マ
や
黒
澤
映

画
に
次
々
に
採
用
さ
れ
る
と
、
丸
竹
産

業
の
名
は
業
界
内
に
響
き
渡
り
、
つ
い

に
は
国
内
で
90
％
以
上（
当
時
）の
シ
ェ

ア
を
誇
る
一
大
企
業
へ
と
成
長
を
遂
げ

ま
し
た
。

　
平
成
２
年
に
は
、
製
作
し
た
甲
冑
の

展
示
館「
川
内
戦
国
村
」を
オ
ー
プ
ン
、

９
年
に
は
、
鹿
児
島
県
知
事
か
ら「
県
伝

統
的
工
芸
品
」の
指
定
を
受
け
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
18
年
に
は
、
社
名
を「
丸

竹
産
業
株
式
会
社
」の「
竹
」の
字
を
武
士

の「
武
」へ
と
改
め
、
現
在
の「
丸
武
産
業

株
式
会
社
」と
変
更
し
ま
し
た
。

22021.10.10 広報

見
る
・
学
ぶ
・
体
験
す
る
・

買
う
・
食
事
す
る

５
つ
の
要
素
で
迎
え
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
誕
生　

　

令
和
元
年
、「
川
内
戦
国
村
」が
オ
ー

プ
ン
後
、
30
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
３
代
目
に
就
任

し
た
田
ノ
上
智
隆
氏
の
発
案
で
、「
川
内

戦
国
村
」は
、「
甲
冑
工
房
丸
武
」へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　「
甲
冑
工
房
丸
武
」は
、
こ
れ
ま
で
有

料
だ
っ
た
入
場
料
を「
無
料
」と
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
家
族
な
ど
多
く
の
人

に
も
負
担
な
く
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で「
見
る
」こ
と
が

主
流
だ
っ
た
展
示
館
か
ら
、
作
業
工
程

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る「
学
ぶ
」、

射
的
場
で
コ
ル
ク
銃
な
ど
で
遊
ん
だ
り
、

製
作
さ
れ
た
甲
冑
を
実
際
に
着
用
す
る

「
体
験
す
る
」、
丸
武
の
技
術
で
製
作
し

た
お
土
産
品
な
ど
を
購
入
す
る「
買
う
」、

そ
し
て
、
お
食
事
処
で
う
ど
ん
な
ど
を

堪
能
す
る「
食
事
す
る
」を
加
え
た
５
つ

の
要
素
で
展
開
し
ま
す
。
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忠
実
な
再
現
と
美
し
さ
の

両
立
こ
そ
丸
武
の
職
人
の

成
せ
る
業

　

創
立
者
田
ノ
上
忍
氏
の
技

術
を
現
在
に
引
き
継
ぐ
の
は
、

42
人
の
職
人
た
ち
。

　
職
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
高
め
た
、
完
全

分
業
制
に
よ
り
、
細
部
に
至

る
ま
で
本
物
を
忠
実
に
再
現

し
ま
す
。

　
田
ノ
上
智
隆
社
長
は
言
い

ま
す
。　「
甲
冑
の
パ
ー
ツ
は
、

か
ぶ
と
一
つ
と
っ
て
も
、
ベ

ー
ス
、
装
飾
、
塗
り
、
仕
上

げ
と
複
数
の
職
人
の
手
に
よ

っ
て
完
成
し
ま
す
。
42
人
の

職
人
は
、
今
や
誰
も
が
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
、
誰
一
人
欠
け

て
も
完
成
し
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
甲
冑
の
素
材
は
、
糸
、
布
、

革
、
木
、
紙
、
鉄
な
ど
さ
ま

ざ
ま
。
全
て
の
素
材
か
ら
な

る
甲
冑
は
、
言
わ
ば
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
一
つ
の
工
芸
品
が
集

ま
っ
た
総
合
芸
術
な
ん
で
す
」。

　
50
年
に
も
お
よ
ぶ
製
造
の

実
績
を
持
つ
丸
武
の
職
人
が
、

全
て
手
作
業
で
作
り
出
す
甲

冑
は
、
本
来
持
つ
美
し
さ
を

損
な
う
こ
と
な
く
、
日
本
古

来
の
形
と
伝
統
を
現
代
に
よ

み
が
え
ら
せ
ま
す
。
そ
れ
は
、

ま
さ
に
甲
冑
に
命
を
吹
き
込

む
行
為
。

　
こ
こ
甲
冑
工
房
丸
武
で
は
、

完
成
し
た
甲
冑
の
展
示
だ
け

で
な
く
、
職
人
た
ち
の
作
業

風
景
も
自
由
に
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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旧
戦
国
村
か
ら
甲
冑
工
房
丸

武
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら

２
年
。

　
当
時
、
３
代
目
の
代
表
取
締

役
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
携
わ
っ
た
田
ノ

上
智
隆
氏
に
、
そ
の
経
緯
と
今

後
の
社
の
未
来
に
つ
い
て
、
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

甲
冑
工
房
丸
武

　
代
表
取
締
役
社
長
　

　
　
田
ノ
上
　
智
隆
氏

　
甲
冑
工
房
丸
武
へ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、「
観

光
施
設
を
復
興
し
た
い
」と
い

う
思
い
と「
こ
ん
な
す
ご
い
技

術
が
鹿
児
島
の
薩
摩
川
内
市
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
い
う
強
い
思
い
で
、
臨

み
ま
し
た
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
親
に

教
え
ら
れ
た
で
も
な
く
、
自
ら

興
味
を
持
っ
て
戦
国
武
将
の
名

前
な
ど
を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
た
ぶ
ん
単
純
に
好
き
だ
か

ら
。
か
っ
こ
い
い
と
思
う
か
ら
。

　
以
前
、
甲
冑
の
着
付
け
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
時
に
集
ま
っ

た
40
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
キ

ラ
キ
ラ
し
た
目
で
甲
冑
を
着
て

く
れ
た
の
が
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
そ
の
甲
冑
が
薩

摩
川
内
市
で
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
の
は
わ
ず
か

５
人
で
し
た
。
そ
の
時
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
わ

な
く
て
は
、
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
甲
冑
技
術
の
未
来
を
見

せ
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。

　
丸
竹
産
業
が
甲
冑
製
作
に
乗

り
出
し
た
当
時
、
大
河
ド
ラ
マ

や
戦
国
映
画
で
使
用
さ
れ
た
甲

冑
の
90
％
以
上
は
、
我
が
社
で

製
作
し
た
も
の
で
し
た
。

　
現
在
は
、
リ
ー
ス
会
社
な
ど
の

経
由
も
あ
り
、
も
と
も
と
我
が
社

で
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
す
が
、

90
％
以
上
を
製
作
し
た
と
は
言

い
に
く
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　
そ
れ
で
も
業
界
80
％
～
90
％

の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
、
夢
を
配
信
で
き
る

よ
う
な
会
社
に
な
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
甲
冑
と
い
う

子
ど
も
た
ち
が
キ
ラ
キ
ラ
す
る

よ
う
な
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
。

　
子
ど
も
の
時
に
好
き
な
も
の

は
大
人
に
な
っ
て
も
好
き
だ
と

い
う
、
自
分
自
身
も
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
。

　
甲
冑
と
い
う
技
術
で
、
子
ど

も
た
ち
に
そ
ん
な
夢
を
見
せ
ら

れ
る
会
社
で
あ
り
た
い
と
私
は

願
っ
て
い
ま
す
。

甲
冑
工
房
丸
武

〒
８
９
９-

１
９
２
３

湯
島
町
３
５
３
５-
７

（
26
）３
１
１
３

　

●

●

川内川 ★甲冑工房
丸武

44

湯島
公園

中越物産

月屋山
展望台

●
南日石油

川内
河口大橋

●
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単位：千円

　
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国

保
」）は
、
県
と
市
町
村
が
共
同
で

運
営
し
て
い
る
保
険
で
、
現
在
、

本
市
全
体
の
２
割
強
の
方
が
加
入

者（
被
保
険
者
）で
す
。

　
近
年
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や

景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
国
保

税
は
減
収
傾
向
で
す
。

　
一
方
、
被
保
険
者
の
１
人
当
た

り
医
療
費
は
増
加
し
て
お
り
、
国

保
は
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
保
に
掛
か
る
経
費
は
、
国
な

ど
か
ら
の
補
助
金
と
被
保
険
者
か

ら
の
保
険
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
医
療
費
は
ま
す

ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
の

財
政
圧
迫
に
よ
り
国
保
税
の
引
き

上
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

適
正
な
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●歳入（総額11,275,523千円） ●歳出（総額11,166,629千円）

本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
状
況

（※1）�「基金繰入額」とは、国保事業特別会計の財源を補うために、本市が積み立てている国民健康保険基金を
取り崩し、当該特別会計へ繰り入れを行った額です。

（※2）�「財政支援繰入額」とは、本市の一般会計（市の一般的な事業に係る会計）から国保事業特別会計へ財政支
援を行った額です。

（※3）�「単年度収支」とは、当該年度（単年度）の歳入から歳出を差し引いた額で、前年度繰越金や赤字補てんの
ための繰入金などを除いた額です。

問
合
先
／
本
庁
保
険
年
金
課
国
保
Ｇ
　
　
　
　

（
内
線
２
８
４
１
）

国保事業特別会計＜歳入・歳出＞（令和２年度決算見込み額）1

各年度決算額（令和２年度は決算見込み額）
区　　　　　　分 平成30年度 令和元年度 令和２年度

歳 入 総 額 ① 11,401,067 11,080,455 11,275,523
歳 出 総 額 ② 11,222,895 10,943,237 11,166,629
収 支 差 引（ ① − ② ） ③ 178,172 137,218 108,894
基 金 繰 入 額�（※1） ④ 0 0 309,473
財政支援繰入額�（※2） ⑤ 42,000 11,207 0
前 年 度 繰 越 金 ⑥ 531,601 178,172 137,217
基 金 積 立 金 ⑦ 300,118 101,662 36,404
公 債 費 ⑧ 0 0 0
単 年 度 収 支�（※3）
（③−④−⑤−⑥+⑦+⑧） ⑨ △95,311 49,501 △301,392

基 金 残 高 ⑩ 498,257 599,919 326,850

国保事業特別会計の推移＜単年度収支の状況＞

●国保税は納期限内に納めましょう。（納付が困難な場合は、本庁収納課（内線 2467）までご相談ください）

2

その他の収入
57,277 千円

繰越金
137,217 千円

保険給付費等交付金（普通交付金）
8,098,146 千円

繰入金
1,082,534 千円

保険給付費等交付金
（特別交付金）

397,588 千円

国保税
1,502,761 千円

その他の支出
22,626 千円

保険給付費
8,118,953 千円

国民健康保険
事業費納付金

2,708,353 千円

諸支出金
139,298 千円

保健事業費
140,995 千円

基金積立金
36,404 千円

62021.10.10 広報

◎医療費を節約するために心掛けたいポイント

　�

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

数
と
国
保
税

　
令
和
２
年
度
の
被
保
険
者
数
は
、
年
間
平

均
で
１
万
８
９
５
９
人
と
な
り
、
前
年
度
よ

り
４
７
６
人
、
約
２
・
４
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
主
に
75
歳
到
達
に
よ
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
本
市
の
人
口
に
占
め
る
国
保
の
加

入
割
合
は
約
20
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
に
伴
う
国
保
税
の
収
納
額（
現

年
課
税
分
）に
つ
い
て
は
約
14
億
１
８
５
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
約
５
９
５
１
万
円
、
約

４
・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　�

医
療
費
総
額
と
１
人
当
た

り
医
療
費

　
令
和
２
年
度
の
本
市
国
保
被
保
険
者
の
医

療
費
総
額
は
、
約
94
億
８
５
１
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
１
億
２
５
６
０
万
円
、約
１
・
３
％

減
少
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
約
49

万
６
０
０
０
円
で
、
前
年
度
よ
り
約
５
６
０

０
円
、
約
１
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
加
入
者
一
人
一
人
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
も
、
日
頃
の
生
活
を
見
直
し
、
医
療
費
を

有
効
に
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

3

4

被保険者数・税収

R2R1H30
18,000
（人） （万円）

19,000

20,000

135,000

140,000

21,000 150,000

145,000

18,959

20,088

19,435
140,185

148,334

146,136

被保険者数（人） 税収（万円）

930,000

935,000

940,000

945,000

R2R1H30
45.0

46.0

47.0

48.0

950,000 49.0

955,000 50.0

945,803

953,411

940,851
47.1

49.6
49.1

（万円） （万円）

医療費総額・1人当たり医療費

医療費総額（万円） 1人当たり医療費（万円）

交通事故などに遭ったときは、必ず届け出を
　交通事故など、第三者から傷病を受けた場合は、
必ず本庁保険年金課に連絡をし、｢第三者行為によ
る傷病届｣を提出してください。国保では一時的に
医療費を立て替え、後日加害者に請求しますが、届
け出がなければ請求ができず、国保側の医療費負
担になります。
※第三者行為となるもの
　�交通事故や傷害、他人の犬にかまれた、他人の落
下物に当たった、傷害事件に巻き込まれた　など

ジェネリック医薬品を利用しましょう
　「ジェネリック医薬品」は、先発医薬品の特許が
切れた後に製造される、先発医薬品と主成分・効能・
効果が同一のお薬です。「ジェネリック医薬品」は
先発医薬品より開発期間が短く、安価であるため、
薬代を軽減することになり、全体の医療費を抑え
ることにつながります。
　利用には処方箋が必要です。医師・薬剤師に相
談してください。

かかりつけ医・薬局を持ちましょう
　｢かかりつけ医｣は、気軽に安心して相談できる力
強い健康パートナーです。普段の健康管理や日常的
な病気の治療は�｢かかりつけ医｣で受診しましょう。
また、薬局もかかりつけを決めておくと、薬歴に
より薬の飲み合わせなどによる副作用を未然に防
げるほか、アドバイスや健康情報を受けることが
できます。

早めに特定健診を受診しましょう
　特定健診は、生活習慣病の原因となるメタボリッ
ク症候群（シンドローム）に着目して行う健診です。
要介護状態の原因となる心筋梗塞や脳卒中など命
に関わる深刻な病気を未然に防ぐことにもつなが
ります。
　本年は、11月30日（火）まで、指定の医療機関で
受診することができます。早めの受診を心掛けま
しょう。
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ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
生
ま
れ
た
故
郷
や
応

援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で
き
る
制
度
で

す
。

　
寄
附
を
行
う
と
、
寄
附
額
の
う
ち
２
千
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
住
民
税
か

ら
原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。（
一
定

の
上
限
あ
り
）

　
本
市
で
は
、
寄
附
し
た
金
額
に
応
じ
た
地
場

産
品
を
返
礼
品
と
し
て
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
私
た
ち
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
市
の
地
場
産
品
の
良

さ
を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
内
事
業
者
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
頂
い
た
寄
附
は
子
育
て
支
援
な
ど
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
寄
附
者
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
令
和

２
年
度
の
寄
附
金
額
と
使
い
道
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

多
く
の
企
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す

　
本
市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
返
礼
品
へ
多
く

の
事
業
者
の
方
々
が
協
力
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。

　
９
月
13
日
時
点
で
は
、
99
事
業
者
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
恵
ま
れ
た
大
自
然
の
も
と
育
っ
た

豊
富
な
海
の
幸
・
山
の
幸
・
川
の
幸
や
古
い
歴

史
を
誇
り
、
古
か
ら
脈
々
と
紡
が
れ
る
伝
統
の

技
に
よ
る
工
芸
品
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の
素
材

や
知
恵
を
生
か
し
た
産
品
な
ど
を
返
礼
品
と
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
ふ
る
さ
と
薩
摩
川
内
市
を

応
援
し
ま
せ
ん
か

　
本
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
が
で
き
る
の
は「
市

外
在
住
」の
方
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
外

の
お
知
り
合
い
に「
薩
摩
川
内
市
を
応
援
し
た

い
！
」、「
薩
摩
川
内
市
が
好
き
！
」、「
薩
摩
川

内
市
の
特
産
品
が
気
に
な
る
」と
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
や
サ
イ
ト
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
活
用
し
て
、
１
人
で
も

多
く
の
方
に
本
市
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
魅
力

が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

全
国
か
ら
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」に

　
　心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

令和２年度　寄附金額 4億 8,047 万円

▼使い道別寄附金額

雇用政策 3,281 万円

子育て支援 9,146 万円

移定住政策 591 万円

地域づくり政策 3,142 万円

観光交流 7,791 万円

川内駅コンベンションセンター 216 万円

感染症対策 1億 1,860 万円

自治体におまかせ １億 2,020 万円

ふ
る
さ
と
納
税
す
る
な
ら

１
．
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
受
付
サ
イ
ト

▼
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

▼
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税

▼
Ａ
Ｎ
Ａ
の
ふ
る
さ
と
納
税

▼
ａ
ｕ�

Ｐ
Ａ
Ｙ�

ふ
る
さ
と
納
税

▼
ふ
る
さ
と
一
番

▼
さ
と
ふ
る

で
薩
摩
川
内
市
を
検
索

２
．
郵
便
振
込

　
申
込
用
紙
と
郵
便
振
込
用
紙
を
送
付
し

ま
す
。
問
合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲�市公式 LINEも
チェック！

▲鹿児島産黒豚角煮まんじゅう５個

▲鹿児島生ぎょうざ 70 個

▲紅はるか冷凍焼き芋４袋セット

1位

2位
3位

令和２年度

人気の返礼品
　　ベスト３

問
合
先
／�

本
庁
観
光
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

食
と
物
産
Ｇ（
内
線
４
３
８
２
）

　furusatonouzei@

　city.satsum
asendai.lg.jp

▲市HP

地場産品を全国の皆さまへ！

全国の皆さまからふるさと納税（寄附）

薩摩川内市

82021.10.10 広報

Ｑ
．�メ
リ
ッ
ト
は
？�

も
っ
と
具

体
的
に

Ａ
．�例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

光
回
線
で
使
用
す
る
と
、
高
速
・

大
容
量
の
通
信
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
安
定
し
た
通
信

に
よ
り
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
ス
ト
レ
ス
な
く
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど
在
宅
勤
務
な

ど
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

Ｑ
．�い
つ
か
ら
？�

今
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

は
？

Ａ
．�令
和
３
年
度
末
ま
で
を
目
途
に
、

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
未
提
供
地
域

に
光
フ
ァ
イ
バ
の
幹
線
整
備
を

行
っ
て
い
て
、
８
月
か
ら
本
土
地

域
の
一
部
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
光

回
線
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
開
始
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
遅
く

と
も
令
和
４
年
４
月
か
ら
通
信

事
業
者
の
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
が
順

次
利
用
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

Ｑ
．利
用
す
る
に
は
？

Ａ
．�光
回
線
を
利
用
す
る
に
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
通
信
事
業
者

へ
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
利
用
申

し
込
み
時
期
は
エ
リ
ア
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
申
し
込
み

に
よ
り
、
通
信
事
業
者
が
、
最

寄
り
の
電
柱
か
ら
各
家
庭
ま
で

の
引
き
込
み
工
事
を
行
い
、
光

回
線
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．今
後
の
予
定
は
？

Ａ
．�通
信
事
業
者
と
連
携
し
、
今
後

の
工
事
の
進
捗
状
況
に
あ
わ
せ

て
、
個
別
訪
問
や
市
内
の
携
帯

電
話
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
家
電
量

販
店
な
ど
に
て
、
チ
ラ
シ
の
掲

載
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ

ま
へ
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
を
整
備
し
て
い
ま
す
！

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
情
報
通
信
網
の
基
盤
整
備

問
合
先
／
本
庁
情
報
政
策
課
地
域

情
報
G（
内
線
６
１
４
）

Ｑ
．
Ｑ
．光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
そ
の
目
的
は
？

光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
そ
の
目
的
は
？

Ａ
．
Ａ
．��市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
通
信
格
差
を
解
消
し
、
生
活
利
便

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
通
信
格
差
を
解
消
し
、
生
活
利
便

性
の
向
上
と
地
域
経
済
の
発
展
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
新

性
の
向
上
と
地
域
経
済
の
発
展
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の「
新
た
な
生
活
様
式
」

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の「
新
た
な
生
活
様
式
」

に
対
応
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

に
対
応
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
Ｑ
．ど
う
や
っ
て
？

ど
う
や
っ
て
？��

何
が
変
わ
る
の
？

何
が
変
わ
る
の
？

Ａ
．
Ａ
．��国
の
補
助
事
業（
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
）を
活
用

国
の
補
助
事
業（
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
）を
活
用

し
て
、
民
間
電
気
通
信
事
業
者（
以
下「
通
信
事
業
者
」と
い

し
て
、
民
間
電
気
通
信
事
業
者（
以
下「
通
信
事
業
者
」と
い

い
ま
す
）が
、
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
未
提
供
地
域
に
光
フ
ァ

い
ま
す
）が
、
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
未
提
供
地
域
に
光
フ
ァ

イ
バ
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
山
間
部
な
ど
現
在

イ
バ
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
山
間
部
な
ど
現
在

未
提
供
地
域
に
お
住
い
の
家
庭
で
も
、
光
回
線
サ
ー
ビ
ス

未
提
供
地
域
に
お
住
い
の
家
庭
で
も
、
光
回
線
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【通信事業者および整備エリア】

通信事業者 整備エリア

株式会社QTnet 本土地域の未提供地域

西日本電信電話株式会社
鹿児島支店

甑島全域

整
備
工
事
に
伴
う
お
願
い
で
す

　
光
フ
ァ
イ
バ
敷
設
の
た
め
、
市

内
各
所
で
通
信
事
業
者
に
よ
る
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
現
地
調
査
、
電
柱
改
修
工
事
、

光
フ
ァ
イ
バ
の
電
柱
へ
の
添
架
工
事

な
ど
で
、
通
信
事
業
者
お
よ
び
関

連
会
社
の
車
両
な
ど
の
往
来
が
頻

繁
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ひかりが来る〜ひかりが来る〜
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「防災研修センターをご利用ください。」　【問合先　消防局予防課 （22）0135】

検  索

目の前で誰かが倒れてしまったとき、あなたは応急手当を実施することができますか？
　助かるはずの命を救うためには、救急車が到着するまでに応急手当を実施することが重要です。万が一の緊急事態
に備えて応急手当を学び、身に付けておきましょう！これまで普通救命講習を修了するためには、３時間の受講時間
が必要でしたが、受講前に会社、自宅でインターネット上の応急手当の基礎的な知識を学べる 『e ラーニング講習』を
修了することで、実技講習２時間の受講で普通救命講習修了証を取得することが可能になりました。

パソコンやスマホで！

　突然心臓が止まってしまった場合、５分以内に心肺蘇生を開始すること
が重要です。
　心臓突然死の原因の多くを占める 『心室細動』は、放置すると１分間に
約１０％ずつ救命率が低下していきます。１１９番通報をしてから、救急
車が現場に到着するまで本市で平均８．８分かかります。この間に心肺蘇
生を実施しないと、助かる見込みはとても少なくなってしまいます。救急
隊が到着する前に心肺蘇生を実施した場合が２．８倍、心肺蘇生に加えて
AEDを使用すると１０．７倍も救命率が上昇します。

心肺蘇生の必要性・効果とは

WEB講習１時間

++
実技講習２時間 修了証交付

【応急手当ＷＥＢ講習・普通救命講習のお問い合わせ】　消防局警防課　警防救急係  （22）0125

秋季全国火災予防運動
が実施されます！

　11月９日（火）から11月 15 日（月）まで、

「令和３年度秋季全国火災予防運動」が全国

各地で実施されます。秋から冬にかけては

空気が乾燥し、暖房器具の使用が増え火災

が発生しやすい時季となります。

　火の取り扱いや火の始末には十分気を付

けましょう！

　乾電池が他の乾電池と接触すると、プラス極とマイナス極の端子がつなが
り電流が流れることがあり、使用済の電池からも発火する恐れがあります。
全国で乾電池が出火原因となる火災が発生しています。火災を起こさないた
めに、使用済の乾電池の端子にテープを貼るなどして、保管・廃棄するよう
にしましょう！ご家庭や職場の乾電池の保管方法を見直してみましょう！

　　

一般市民向け みんなのみんなのみんなの

乾電池火災に注意！

【誤った保管例】
袋や缶などに複数の種類を
そのまま入れる

【正しい保管例】
ビニールテープやセロテープ
などを端子に貼る

102021.10.10 広報

第４回
令和デザイントークとは…
広く市民の声を聴くために開催される
新しい市民との対話の場とし、次期総
合計画への反映と市職員の人材育成・
政策形成能力の向上などさまざまな分
野への波及効果を目的としています。

　
幼
稚
園
教
育
現
場
の
意
見
を
直
接
聞

い
た
田
中
市
長
は
、「
引
き
続
き
人
材

の
確
保
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
す
る
と

と
も
に
、
幼
・
保
・
小
の
連
携
は
重
要

な
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
立
幼
稚
園
の
園
児
も
減
少
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
質
の
高
い
幼

児
教
育
を
実
践
す
る
た
め
、
今
後
も
率

直
な
意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」な
ど
と
述
べ
、
第
４
回
の
デ
ザ
イ

ン
ト
ー
ク
は
終
了
し
ま
し
た
。

開
催
日
／
７
月
14
日（
水
）

開
催
場
所
／
市
役
所
本
庁
　
応
接
室

テ
ー
マ
／

　
幼
稚
園
教
育
の
現
状
と
課
題

出
席
者
／

〇
青
山
幼
稚
園
　

　
理
事
長
　
島
谷
精
利
氏

〇
純
心
幼
稚
園
　

　
園
長
　
　
浦
田
む
つ
子
氏

〇
せ
ん
だ
い
幼
稚
園
　

　
園
長
　
　
田
原
慎
也
氏

〇
の
ぞ
み
幼
稚
園
　

　
副
園
長
　
戸
田
奈
都
子
氏

〇
薩
摩
川
内
市

・
田
中
市
長

・
上
大
迫
教
育
部
長

・
柳
崎
学
校
教
育
課
専
門
員

ご
意
見

・�

一
時
預
か
り
な
ど
、教
育
の
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、
受
け

皿
と
し
て
、
人
材
確
保
と
体
制

の
維
持
が
課
題
で
あ
る
。

・�

保
育
園
・
幼
稚
園
か
ら
小
学
校

の
教
育
課
程
へ
着
実
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
、
幼
・
保
・
小
の

相
互
理
解
や
認
識
の
共
有
、
連

携
の
仕
組
み
作
り
が
必
要
で
あ

る
。

・�

幼
児
教
育
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、
市
が
全
体
を
見
て
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
よ
う
な
場
や

仕
組
み
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

・�

地
域
の
身
近
な
も
の
に
触
れ
た

り
、
地
域
の
方
々
も
関
わ
っ
て

も
ら
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、
幼

児
教
育
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
第
４
回
目
と
な
る
令
和
デ
ザ
イ
ン
ト
ー
ク
は
、
本
市
内
で
幼
稚
園
を
運

営
さ
れ
て
い
る
４
人
の
代
表
者
の
方
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
教
育
の
現
状
と
課
題

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち「
広
聴
・
新
ビ

ジ
ョ
ン
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
く

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
と
の
対

話
の
場
を
設
け
る
な
ど「
開
か
れ
た
市

政
」を
目
指
す
べ
く
、
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

広
聴
・
新
ビ
ジ
ョ
ン
調
査

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

第
４
回
デ
ザ
イ
ン
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
運
営
担
当
　
二
木

　
　
　
　
　
　
　
　
紙
面
担
当
　
中
島

第４回トーク概要

テ
ー
マ
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　８月 31 日（火）、｢野菜の日｣として、関係機関・
団体によるチラシ配布やポスター掲示、飲食店に
おいては野菜たっぷり限定メニューの提供など、
「市内一斉 350 ベジ
ライフ運動」に取り
組みました。本市で
は普段より野菜摂取
を心掛るよう呼び掛
けています。この日
は特に、野菜をおい
しくたっぷり食べる
１日となりました。

　９月２日（木）に里小学校、６日（月）に鹿島小学校、
長浜小学校、手打小学校で、国立国語研究所教授の
窪
くぼ

薗
ぞの

晴
はる

夫
お

氏（御陵下町出身）による方言の講演会がオ
ンラインで行われました。これは、甑島の方言の保存・
活用などについての協定により行われているもので、
画面を通して方言の発音など楽しく学びました。

カノコユリがみっちり
　下甑町片野浦のみっちり草原に、今年も、カノコ
ユリの花がきれいに咲きました。今年の春から夏に
かけて、子岳なんとかし隊のメンバーが遊歩道の清
掃や、看板の修繕を行い、観光客も見学しやすくな
りました。遊歩道からは、ナポレオン岩を見ること
もできます。
絶景の景色
と美しく咲
いたカノコ
ユリが訪れ
る人の目を
楽しませま
した。

甑島についてオンラインで学びました
　８月３日（火）と 30 日（月）、川内能力開発協会主
催で甑島と中継をつなぎ、23 人の職業訓練生が教
室や自宅から、甑島オンライン講座を受講しました。
薩摩川内市本土にいながら、甑ミュージアム恐竜化
石等準備室や地層、観光スポット、カノコユリなど
を見学し、
甑島の生い
立ちや化石
について学
びました。

優勝旗を勝ち取れ！
育英旗争奪ソフトボール大会
　８月８日（日）、第 29 回育英旗争奪ソフトボール
大会（小学生）が多目的運動場で開催され、16 チー
ムが参加しました。途中、雨天となりグラウンド状
況も悪い中、選手は一生懸命ボールを追い、守備を
行う姿がみられました。一部、時短試合となる中、
優勝は育英、準優勝は甑、第３位は隈之城小と大軣
小でした。

８月 31日「野菜の日」
普段より野菜を食べる日に

甑島の方言の大切さを伝えるために

「　　　　　」に
投稿ください。
　 まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）
③投稿者名　 ④連絡先　  ⑤写真１枚～３枚
を添えて、広報室までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

▲�育英ソフトボールスポーツ少年団

▲�里小学校（６年生）

▲�甑ソフトボールスポーツ少年団

▲�手打小学校（５・６年生）

122021.10.10 広報

原
はら

田
だ

　将
まさ

弘
ひろ

さん

皆さんの思い出の料理とそれにまつわるエピソードなどがありましたら
どしどし情報をお寄せください。取材に伺います。
問合先／広報室広聴広報G（内線６３３）

皆さんの思い出の
料理を大募集

また食べたい！牛肉のコロッケ

　ジャガイモを皮付きのままゆでることで、水っぽくならず、栄養分やうま味を
逃さずに調理ができます。また、作り方 4の段階で形を整えたものを冷蔵庫で一
晩おくと、味が落ち着き、パン粉がつきやすくなり、揚げやすくなります。

ロッケに少し手を加えたらさらにお
いしくなるのではないかと考え、先
代のレシピを少しアレンジし、お客
さんに提供。すると、とても好評で
「またあのコロッケは頼めないか」と
再度訪れてくれたお客さんにせがま
れるほどに。
　鹿児島へ帰ってきたばかりの時も
気負いせず、すんなりと受け入れて
くれた優しいお客さんたちのおいし
いと言いながら食べてくれる顔を思
い浮かべながら、原田さんは料理一
つ一つにその場で改良を重ね、提供
しています。
　メニューにはない遊び心の詰まっ
た牛肉のコロッケ。お店に行かれた
際はぜひ、注文してください。タイ
ミングが合えば、あなたももう一度
食べたくなるコロッケに出会えるか
も。

レシピ高校は調理科のある学校に進学
し、卒業後、上京。フレンチ

の道に進み、レストランで４年間働
いたのち、鹿児島に戻り、結婚式場
やレストランでもフレンチ料理を
提供してきた原田さん。数年前に父
親が経営していた季節一品料理「喜
川」を継ぐため、本市へ戻ってきま
した。
　現在は、和食などを勉強しながら、
お店を切り盛りしています。お店で
は、お客さんのリクエストから、メ
ニューにない料理を作ることも少な
くないそうで、そのリクエストの一
つが今回紹介していただく「牛肉の
コロッケ」です。
　最初は先代がその要望に応え、コ
ロッケを作っていましたが、それは
ジャガイモをメインに使ったシンプ
ルなものでした。原田さんはそのコ

【材料】 （３～４人分）
●ジャガイモ：200g�●タマネギ：200g�
●ひき肉（合挽き肉）：130g
●バター（炒め用）：20g�
●パン粉：適量
〔A〕
●塩：適量�●ホワイトペッパー：少々
●濃口、薄口しょうゆ：各大１
●ナツメグパウダー：２～３振り
〔バッター液〕
●卵：１個�●小麦粉（薄力粉）：150g
●水：200cc

【作り方】
❶�ジャガイモを洗い、皮付きのまま
水から串がスッと入るまでゆで
る。沸騰したら弱火に。
❷�みじん切りにしたタマネギをバター
で弱火であめ色になるまで炒める。
❸�❷にひき肉を加え、強火で炒め、肉
が赤いうちに〔A〕を入れ、味付けする。

❹�❶がゆで上がったら皮をむいてつ
ぶし、❸を加えてよく混ぜ、粗熱
を取り、形を整える。

❺�バッター液に❹をつけ、パン粉を
まぶす。
❻�約 170℃の油で 3分程度揚げ、コ
ロッケが浮いてきたら完成！

13 Satsumasendai city Public Relations, 2021.10.10



自
身
が
不
登
校
の
子
を
持
つ

体
験
者

　
私
の
息
子
は
現
在
、
中
学
３
年

生
で
す
。
平
成
28
年
の
４
月
、
小

学
４
年
生
の
時
に
福
岡
県
か
ら

転
入
し
て
き
て
し
ば
ら
く
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
不
登
校
歴
は
、
も
う

６
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

は
、
姶
良
市
蒲
生
町
に
あ
る「
森
の

学
校
　
楠く

す
の
き

学
園
」と
い
う
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
へ
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
出
来
事
全
て
は
、
親
子

共
に
国
内
外
の
方
々
と
の
多
く
の

ご
縁
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

学
園
や
メ
ン
バ
ー
と
の
出
会
い
が

変
え
て
く
れ
た
肯
定
感

　
当
初
、
私
は
、
不
登
校
の
子
を

持
つ
親
と
し
て
、
相
談
で
き
る
場

所
が
な
く
、
自
分
自
身
を
責
め
、

子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
に
悩
み
、

苦
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
楠
学
園

で
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
に
合
っ

た
学
び
の
形
を
知
り
、
広
報
薩
摩

川
内
で
目
に
し
て
参
加
し
た「
ぴ
あ

保
護
者
会
」で
は
、
同
じ
不
登
校

の
子
ど
も
た
ち
を
持
つ
親
同
士
が
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
吐
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が

り
も
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中

で
、
責
め
て
い
た
自
分
を
初
め
て

肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、「
学
校
に
行
か
な
い
子

は
弱
い
子
」と
い
う
固
定
観
念
に
縛

ら
れ
て
い
た
私
自
身
が
変
わ
る
こ

と
で
、
自
ら
も
苦
し
み
、
葛
藤
し

な
が
ら
、
勇
気
を
持
っ
て
行
か
な

い
こ
と
を
選
択
し
た
息
子
と
、
本

当
の
意
味
で
対
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
一
人
じ
ゃ
な
い
」

サ
ー
ク
ル「
だ
ん
で
ら
い
お
ん
」が

作
り
た
い
の
は
、
保
護
者
と
子
ど

も
た
ち
が
安
心
で
き
る
居
場
所

　
皆
さ
ん
と
話
を
す
る
中
で
、
ま
ず

は
親
自
身
が
元
気
に
な
る
事
が
一
番

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私

を
含
む
保
護
者
の
安
心
で
き
る「
居

場
所
」を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、

ぴ
あ
保
護
者
会
に
常
日
頃
か
ら
参
加

し
て
い
た
方
た
ち
へ
声
を
掛
け
、
平

成
30
年
の
８
月
に
サ
ー
ク
ル「
だ
ん

で
ら
い
お
ん
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
名
の
だ
ん
で
ら
い
お
ん

は
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」と
い
う
意
味
で
、

「
居
場
所
」で
あ
る
こ
こ
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
綿
毛
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

降
り
立
っ
た
所
で
花
咲
か
せ
る
と
い

う
思
い
を
込
め
て
、
名
付
け
ま
し
た
。

私
は
き
っ
か
け
だ
け

メ
ン
バ
ー
全
員
が
代
表
で
す

　
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、
メ
ン

バ
ー
全
員
が
同
じ
境
遇
で
子
育
て
に

悩
む
経
験
者
で
あ
る
こ
と
が
一
番
の

強
み
で
す
。
私
は
き
っ
か
け
を
作
っ

た
だ
け
で
、
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
で

作
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
代
表
と
し

て
、
思
い
を
込
め
て
活
動
し
て
い
ま

す
。　

　
だ
ん
で
ら
い
お
ん
は
、
こ
れ
か
ら

も
不
登
校
や
子
育
て
に
悩
む
全
て
の

人
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
え
て

い
る
方
々
の
よ
り
所
で
あ
り
た
い
と

強
く
思
い
ま
す
。

一
人
の
親
と
し
て

我
が
子
へ
の
思
い

　
息
子
に
は
、
将
来
、
自
分
の
望
む

好
き
な
事
を
仕
事
に
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
生
活
に
な
ら
な
い

こ
と
も
、
時
に
は
嫌
な
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ベ
ー
ス
に
好
き
な

事
が
あ
れ
ば
、
困
難
も
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
忍
耐
で
あ
っ
た
り
、

集
団
生
活
の
大
事
さ
だ
っ
た
り
、
そ

の
た
め
に
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
視
点
で
の
学
び
や
経
験
を
積

ん
で
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
今
、
選
択
し
経
験
し
て
い

る
こ
と
と
同
じ
で
、
自
分
を
大
事
に

で
き
る
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
ほ
し

い
。「
ど
ん
な
こ
と
で
も
今
こ
の
瞬
間

を
一
生
懸
命
に
生
き
る
こ
と
」そ
れ

が
、
き
っ
と
過
去
へ
も
未
来
へ
も
つ

な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
か
ら
。

澁し
ぶ

田た

　か
す
み
さ
ん

（48）

　
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
、
自
身
も
子
育
て
を

し
な
が
ら
、
不
登
校
や
子
育
て
に
悩
む
人
た
ち

が
語
り
合
え
る
場
と
し
て
、｢

だ
ん
で
会｣

を

提
供
す
る
澁
田
さ
ん
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
サ
ー
ク
ル｢

だ
ん
で
ら
い

お
ん｣

代
表
の
思
い
に
寄
り
添
い
ま
す
。

だ
ん
で
ら
い
お
ん
連
絡
先

０
５
０（
５
５
７
９
）６
２
８
５

▲�過去の活動の様子。現在はオンラインでの相談受
け付けなどをメインに活動しています。

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄
り添うことや人柄を表す言葉「人となり」
をイメージした新コーナーで、人物や活動
の紹介だけでなく、その人の思いにスポッ
トを当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…
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い
ざ
滄
浪
地
区
へ

　
想
夫
恋
を
調
査
し
よ
う
と
、

久
見
崎
町
に
あ
る
滄
浪
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

る
と
、
想
夫
恋
は
、
こ
こ
２
、３

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
実
施
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
で

も
、
そ
の
代
わ
り
に
会
場
を
案
内

い
た
だ
き
、
写
真
や
資
料
な
ど
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
資
料
を
基
に
、
さ
ら
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や「
川
内
市
文
化

財
要
覧
」な
ど
を
調
べ
て
い
く

と
、
そ
の
歴
史
が
少
し
ず
つ
見

え
て
き
ま
し
た
。

想
夫
恋
の
発
祥

　
今
か
ら
、
約
４
２
０
年
前
の

慶
長
の
役
の
際
、
豊
臣
秀
吉
の

命
令
の
下
、
朝
鮮
半
島
へ
向
け
、

島
津
義
弘
率
い
る
軍
勢
１
万
余

り
の
兵
が
、
当
時
薩
摩
の
軍
港

で
あ
っ
た
久
見
崎
か
ら
出
陣
し
、

方
々
の
戦
い
で
大
い
に
奮
戦
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
翌
年
の
８
月
、
秀

吉
の
死
去
に
よ
っ
て
終
戦
を
迎

え
る
と
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
な
が
ら
も
生
き
残
っ
た
将
士

が
久
見
崎
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

久
見
崎
港
で
は
、
島
津
の「
丸
に

十
の
字
」の
旗
印
を

付
け
た
船
を
迎
え

る
た
め
、
多
く
の
家

族
が
海
岸
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
一
説
に
は
、
そ
の
時
の
様
子

「
見
え
た
見
え
た
よ
　
久
見
崎

沖
に
　
丸
に
十
の
字
の
帆
が
見

え
た
」と
い
う
の
が「
鹿
児
島
お

は
ら
節
」の
原
型
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
帰
国
の
知
ら
せ
を

聞
い
て
久
見
崎
へ
集
ま
っ
て
い

た
家
族
の
中
に
は
、
我
が
夫
、

父
、
兄
弟
、
子
ど
も
の
姿
を
見

い
だ
せ
な
い
家
族
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
時
は
た
ち
、
こ
の
戦
い
で
戦

病
死
し
た
敵
味
方
の
霊
を
慰
め

る
た
め
に
、
毎
年
旧
暦
の
７
月

14
日
、
現
在
の
８
月
16
日
に
盛

大
な
慰
霊
祭
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
地
元
の
未
亡
人
た

ち
が
踊
っ
た
踊
り
が
、
そ
の
名

も
優
し
い
今
の
想
夫
恋
の
元
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

想
夫
恋

そ
れ
は
戦
死
し
た
帰
ら
ぬ

家
族
を
思
う
歌
と
踊
り

　
想
夫
恋
は
、
お
高こ

そ祖
頭
巾
で

「
面お

も
て

」を
包
み
、
男
物
の
紋
付
羽

織
に
背
中
に
脇
差
し
姿
。
三
味

線
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
輪
を
描

き
な
が
ら
踊
り
ま
す
。

　
何
か
を
招
き
寄
せ
る
手
ぶ
り
、

時
々
手
の
ひ
ら
を
合
わ
せ
て
祈

り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
で

何
回
も
繰
り
返
し
踊
ら
れ
ま
す
。

　
本
来
、
盆
踊
り
は
、
亡
き
精

霊
供
養
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
国
内
の

ほ
と
ん
ど
の
盆
踊
り
は
、
単
純
な

民
衆
娯
楽
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
久
見
崎
の
盆
踊
り
想
夫

恋
は
、
発
祥
当
時
か
ら
の
古
い

形
を
保
っ
た
御
霊
祭
り
だ
そ
う

で
、
昭
和
46
年
５
月
31
日
に
は
、

県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
英
雄
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
戦
国
時
代
の
島
津
家
の
武
将

た
ち
。
で
も
そ
の
一
方
で
は
、

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
物
語
が
常

に
あ
っ
た
こ
と
も
僕
た
ち
は
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

第第 2525回回

～～久見崎町
に伝わる久見崎町に
伝わる

　想夫恋をレ
ポートせよ編

　想夫恋をレ
ポートせよ編～～

　
久
見
崎
町
に
は
、「
想

　
久
見
崎
町
に
は
、「
想

夫
恋（
そ
う
ふ
れ
ん
）」と

夫
恋（
そ
う
ふ
れ
ん
）」と

い
う
盆
踊
り
が
あ
る
と
い

い
う
盆
踊
り
が
あ
る
と
い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
な

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
な

ん
で
も
そ
れ
は
、
島
津
家

ん
で
も
そ
れ
は
、
島
津
家

に
も
縁
が
あ
る
踊
り
と
か
。

に
も
縁
が
あ
る
踊
り
と
か
。

　
島
津
家
と
い
え
ば
、
今

　
島
津
家
と
い
え
ば
、
今

月
号
で「
甲
冑
工
房
丸

月
号
で「
甲
冑
工
房
丸

武
」さ
ん
の「
島
津
義
弘
」

武
」さ
ん
の「
島
津
義
弘
」

の
鎧
が
表
紙
も
飾
っ
て
い

の
鎧
が
表
紙
も
飾
っ
て
い

ま
す
。
島
津
家
の
武
将
と

ま
す
。
島
津
家
の
武
将
と

薩
摩
藩
最
大
級
の
軍
港
が

薩
摩
藩
最
大
級
の
軍
港
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
久
見

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
久
見

崎
の
踊
り
。

崎
の
踊
り
。

　
こ
れ
は
何
か
面
白
そ
う
。

　
こ
れ
は
何
か
面
白
そ
う
。

　
ぜ
ひ
調
べ
て
み
な
く
て

　
ぜ
ひ
調
べ
て
み
な
く
て

は
。
は
。

　
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と

や
紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
広
報
室
広
聴

広
報
Ｇ（
内
線
６
３
２
）

市立滄浪小学校
跡地

滄浪地区
コミュニティセンター

川内川

川内港
踊り会場
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▽
企
画
政
策
部
次
長
兼
甑
島
振

　興
局
長

　
　
　
　古
川

　誠

▽
企
画
政
策
部
次
長

　
　
　
　
　
　
　上
戸

　理
志

▽
企
画
政
策
課
長

　
　
　
　
　
　
　下
門

　隆
嗣

▽
広
報
室
専
門
職

　平

　利
朗

▽
市
民
健
康
課
専
門
職

　

　
　
　
　
　
　
　羽
田

　秀
樹

▽�
樋
脇
支
所
長
兼
地
域
振
興
課

長

　
　
　
　
　吉
永

　良
二

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
長

兼
里
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
鹿
島
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　本

　昭
宏

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
専

門
職
兼
市
民
健
康
課
鹿
島
診

療
所
事
務
長

　中
野

　和
昭

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
専

門
職

　
　
　
　和
田

　正
樹

▽�

甑
島
振
興
局
下
甑
支
所
長
兼

地
域
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　東

　喜
久
也

▽
甑
島
教
育
課
長

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　大
毛

　正
一

▽
総
務
課
主
幹

　外
山

　律
子

▽�

総
務
課
文
書
法
制
室
長
代
理

兼
法
制
グ
ル
ー
プ
長

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　南

　和
博

▽�

総
務
課
文
書
法
制
室
主
幹
兼

文
書
グ
ル
ー
プ
長

　
　
　
　
　
　
　
　庵

　泰
徳

▽
企
画
政
策
課
長
代
理

　

　
　
　
　
　
　
　樋
口

　武
士

▽
環
境
課
主
幹

　
　中
村

　篤

▽�

市
民
健
康
課
里
診
療
所
事
務

長

　
　
　
　
　
　江
口

　勝

▽�

市
民
健
康
課
下
甑
手
打
診
療

所
事
務
長

　
　竹
中

　賢
司

▽
子
育
て
支
援
課
主
幹

　

　
　
　
　
　
　
　石
走

　利
和

▽
高
齢
・
介
護
福
祉
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　副
島

　賢
博

▽�

観
光
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

長
代
理

　
　
　前
薗

　武
大

▽
建
設
政
策
課
主
幹

　

　
　
　
　
　
　
　橋
口

　隆
二

▽
区
画
整
理
課
長
代
理

　

　
　
　
　
　
　
　内
野

　弘
之

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
長

代
理

　
　
　
　柳

　健
二
郎

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
長

代
理

　
　
　
　白
石

　昭
一

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
主

幹（
鹿
島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
駐
在
）

　
　
　
　
　
　
　中
野

　三
枝

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
主

幹（
里
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
駐
在
）
　
　

�

大
村

　淳

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
主

幹

　
　
　
　
　有
馬

　純
郎

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
主

幹
兼
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
長

　
　
　
　
　
　坂
元

　秀
朗

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
主

幹

　
　
　
　日
笠
山

　信
哉

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
主

幹

　
　
　
　
　
　鷺
山

　孝

▽�

甑
島
振
興
局
地
域
振
興
課
主

幹

　
　
　
　
　
　林

　洋
市

▽�

甑
島
振
興
局
下
甑
支
所
地
域

振
興
課
長
代
理

　

　
　
　
　
　
　
　小
川

　正
一

▽�

甑
島
振
興
局
下
甑
支
所
地
域

振
興
課
主
幹
兼
産
業
建
設
グ

ル
ー
プ
長

　
　富
田

　吉
行

▽
甑
島
教
育
課
長
代
理

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　有
馬

　文
男

参
与

参
事
補

10月1日付��参事補以上

市職員の
人事異動

参
事

　土
砂
災
害
や
川
の
氾
濫
な
ど
、

危
険
が
差
し
迫
っ
て
い
る
場
合

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
安
全
な
場
所

や
避
難
所
へ
早
め
に
避
難
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
た
だ
、
避
難
所

な
ど
で
人
が
密
集
す
る
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
リ
ス

ク
も
高
ま
り
ま
す
。

　そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
あ

ら
か
じ
め
別
の
避
難
先
を
考
え
て

お
く「
分
散
避
難
」で
す
。

　こ
れ
か
ら
の
避
難
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
も
市
の
指
定
避
難
所

や
自
治
会
の
避
難
所
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
先

に
、
地
域
の
人
た
ち
が
分
散
し
て
避
難
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

在
宅
避
難

　川
の
近
く
や
低
い
土
地
、
斜
面
と
い
っ
た
危
険
な

場
所
に
は
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
頑
丈
な
建
物
で
、

高
い
階
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
自
宅
に
と
ど
ま
っ
て

避
難
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧

す
る
ま
で
の
水
や
食
料
の
備
蓄
と
、
安
心
し
て
寝
起

き
で
き
る
室
内
環
境
を
整
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

知
人
宅
避
難

　安
全
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
親
戚
や
知
人
な
ど
頼

れ
る
人
が
い
る
な
ら
、
そ
こ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

車
中
泊
避
難

　浸
水
の
リ
ス
ク
が
あ
る
地
域
や
、
山
の
斜
面
、
倒

壊
し
た
建
物
の
近
く
な
ど
の
危
険
な
場
所
で
な
け
れ

ば
、
一
時
的
に
車
の
中
で
過
ご
す「
車
中
泊
」も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
定
期
的
な
運
動
や
換
気
な

ど
を
心
掛
け
、
周
囲
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
た
め
ら
わ

ず
避
難
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を

ス
ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
先
／
本
庁
防
災
安
全
課
防
災
G
（
内
線
４
９
２
２
）

VOL.7VOL.7

避難所

ホテル
車中泊

避難所在宅

知人宅

分散避難
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イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

土
木
・
建
築
フ
ェ
ス
タ
　
　
　

in
さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

　
11
月
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
川
内
支
部

（
23
）５
２
９
１

天
辰
寺
前
古
墳
石
室
公
開

時
／
11
月
３
日（
水
）10
時
～
12
時

所
／
天
辰
寺
前
古
墳
公
園（
天
辰
町
）

※ 

雨
天
中
止

内
容
／
県
指
定
史
跡「
天
辰
寺
前
古

墳
」石
室
内
部
の
公
開

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

※ 

入
場
無
料

※ 

地
元
の
特
産
品
販
売
所「
天
辰
ア
グ

リ
館
」に
よ
る
物
販
も
あ
り
ま
す
。

本
庁
文
化
課
文
化
財
Ｇ（

５
２

３
２
）

川
内
歴
史
資
料
館
・
川
内
ま

ご
こ
ろ
文
学
館
　
無
料
開
館

　
教
育
・
文
化
週
間
の
期
間
、
無
料

で
展
示
室
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

時
／
11
月
２
日（
火
）～
７
日（
日
）

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

名
作
シ
ネ
マ
無
料
上
映
会

【
要
申
込
】

時
・
内
容
／

所
／
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

定
員
／
各
回
先
着
95
人
　

※ 

車
い
す
席
あ
り

申
込
開
始
／
10
月
８
日（
金
）９
時
～

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

川
内
歴
史
資
料
館
イ
ベ
ン
ト

企
画
展

｢

道
具
か
ら
見
る
昔
の
暮
ら
し｣

時
／
10
月
27
日（
水
）～
令
和
４
年
２

月
27
日（
日
）

内
容
／
明
治
～
昭
和
期
に
使
わ
れ
て

い
た
道
具
を
通
し
て
、
昔
の
暮
ら
し

を
紹
介
し
ま
す
。

入
場
料
／

▼ 

大
人
＝
２
０
０
円

▼ 

小
学
生
～
高
校
生
＝
１
０
０
円

※ 

た
だ
し
、
小
・
中
・
高
校
生
は
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
無
料

工
作
教
室

｢

布
ぞ
う
り
作
り｣

【
要
申
込
】

時
／
10
月
30
日（
土
）

▼  

午
前
の
部
＝
９
時
30
分
～
12
時

▼  

午
後
の
部
＝
13
時
30
分
～
16
時

内
容
／
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
端
切
れ
で
作
ら

れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
糸
を
使
用
し
布
ぞ

う
り
を
作
り
ま
す
。

対
象
／
小
学
５
年
生
以
上

※ 

小
学
生
以
下
は
、
作
業
補
助
の
付

き
添
い
が
必
要
で
す
。

定
員
／
先
着
各
４
人

参
加
料
／
４
０
０
円

申
込
期
間
／
10
月
15
日（
金
）～
29
日

（
金
）

※ 

受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

申
込
方
法
／
電
話
、
直
接

体
験
教
室

｢

石
臼
で
挽
い
て
み
よ
う｣

時
／
10
月
31
日（
日
）９
時
～
16
時

内
容
／
企
画
展「
道
具
か
ら
見
る
昔

の
暮
ら
し
」に
合
わ
せ
て
石
臼
で
小

麦
や
そ
ば
挽ひ

き
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
当
日
に
直
接

秋
の
お
り
が
み
広
場

時
／
11
月
２
日（
火
）～
７
日（
日
）９

時~

16
時
30
分

内
容
／
教
育
・
文
化
週
間
に
合
わ
せ
、

折
り
紙
を
通
じ
て
、
幅
広
い
世
代
が
、

交
流
す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

※ 

参
加
無
料

所
／
川
内
歴
史
資
料
館

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

少
年
自
然
の
家
イ
ベ
ン
ト

て
ら
や
ま
ん
ち
元
気
は
つ
ら
つ
ス

ク
ー
ル【
要
申
込
】

時
／
11
月
５
日（
金
）８
時
45
分
～
15

時※ 

受
け
付
け
は
８
時
30
分
～

所
／
少
年
自
然
の
家
お
よ
び
樋
脇
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

内
容
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ（
雨

天
時
は
、
自
然
の
家
で
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
実
施
）、
野
外
炊
飯（
豚
汁
・

サ
ツ
マ
イ
モ
ご
飯
）、
食
事
、
茶
話
会

対
象
／
60
歳
以
上
の
市
内
居
住
者

定
員
／
先
着
20
人

参
加
料
／
８
０
０
円（
昼
食
代
を
含

む
）

準
備
す
る
物
／
活
動
し
や
す
い
服
装
、

帽
子
、
運
動
靴
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ（
雨

天
時
）

※ 

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
の

対
象
で
す
。

申
込
開
始
／
10
月
17
日（
日
）～

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
無
料
開
放
　
　

【
要
申
込
】

時
／

▼ 

11
月
５
日（
金
）19
時
30
分
～
20
時

30
分

▼ 

11
月
６
日（
土
）

▼ 

昼
の
部
＝
13
時
30
分
～
14
時
30
分

▼ 

夜
の
部
＝
19
時
～
20
時

所
／
少
年
自
然
の
家

内
容
／
秋
の
星
座
と
流
れ
星
に
つ
い

て※ 

11
月
５
日
・
６
日
の
夜
の
部
終
了

後
、
晴
天
時
は
天
体
観
測
を
実
施

し
ま
す
。

対
象
／
市
内
居
住
者

定
員
／
各
回
先
着
29
人

※ 

参
加
無
料

そ
の
他
／
年
間
を
通
じ
て
３
回
以
上

参
加
さ
れ
た
家
族
ま
た
は
個
人
に
、

景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
来
場

者
全
員
に
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
料
金
割

引
券
を
配
布
し
ま
す
。

申
込
開
始
／
10
月
23
日（
土
）～

申
込
方
法
／
電
話

※ 

受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

※  

月
曜
日
は
休
所
日

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

中
止
情
報

イ
ベ
ン
ト

時 タイトル 出　演　者

11/13(土)
10:00

　～ 11:31 人生フルーツ
(H28　東海テレビ放送)

ナレーション/
樹木希林

出演/津端修一、
津端英子

11/14(日)
10:00

　～ 11:31

※開場は各上映開始30分前～　
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SATSUMASENDAI INFORMATION
市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

募
集
住
宅
／

▼ 

川
内
地
域
＝
ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐
、

ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐（
シ
ル
バ
ー
）、

　
城
上
、
高
江
、
上
川
内
、
高
来
、

　
勝
目
一
般
、
今
村
、
宮
里
城

▼ 

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
向
湯

第
１

▼ 

入
来
地
域
＝
八
風
、
天
貴
美
、
立

山
一
般

▼ 

東
郷
地
域
＝
前
原
、
寺
前
一
般

▼ 

祁
答
院
地
域
＝
会
田
、
砂
石
、
早

馬
、
黒
木
第
３
一
般
、　
藺
牟
田

特
公
賃

▼ 

里
地
域
＝
薗
下
、
新
町
、
城
山
、

中
樋

▼ 

上
甑
地
域
＝
江
石
、
瀬
上
第
１
、

前
田
ふ
る
さ
と
一
般

▼ 

下
甑
地
域
＝
浜
田

▼ 

鹿
島
地
域
＝
松
之
下
一
般
、
鹿
島

宮
田

応
募
受
付
期
限
／
10
月
21
日（
木
）必

着応
募
方
法
／

の
各
所
に
備
え
付

け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付

抽
選
日
／
10
月
26
日（
火
）10
時
～

抽
選
場
所
／

の
各
所

※ 

た
だ
し
、
川
内
地
域
は
市
役
所
本

庁
６
階
６
０
３
会
議
室

注
意
事
項
／

※ 

申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
、
抽

選
※ 

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

※ 

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
の
で
、

の

各
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営

住
宅
管
理
事
務
所

（
25
）１
９
０
０

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
37
）２
５
３
３

甑
島
地
域
＝
水
建
シ
ス
テ
ム
㈲

甑
島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

Ｗワ

ー

ド

ｏ
ｒ
ｄ
Ｐプ

レ

ス

ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
に
よ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

時
／
12
月
１
日（
水
）～
22
日（
水
）

※ 

原
則
、
月
・
水
・
金（
全
10
回
）18

時
30
分
～
21
時

所
／
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー（
青

山
町
）

内
容
／
個
人
の
お
店
か
ら
会
社
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方

定
員
／
先
着
16
人

※ 

申
込
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

受
講
料
／
１
万
８
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
を
含
む
）

申
込
締
切
／
11
月
19
日（
金
）

申
込
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
　
　
　
　

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

（
22
）３
８
７
３

 

　懐
か
し
の
丸
山 

　
　
　
　

思
い
出
の
一
枚

内
容
／
丸
山
で
撮
影
さ
れ
た
懐
か
し

い
風
景
や
行
事
の
写
真
、
ま
た
丸
山

に
関
す
る
文
書
な
ど
も
募
集
し
ま
す
。

モ
ノ
ク
ロ
・
カ
ラ
ー
、
大
き
さ
は
問

い
ま
せ
ん
。

※ 

写
真
は
平
成
20
年
頃
ま
で
に
撮
影

さ
れ
も
の
が
対
象

※ 

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
来
年

度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
展
示
予
定
で
す
。

対
象
／
市
内
居
住
者

応
募
締
切
／
令
和
４
年
２
月
28
日

（
月
）

応
募
方
法
／
直
接
、
送
付

樋
脇
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会（
37
）２
０
９
０

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
の
委
託
訓
練
生

募
集
科
目
／
パ
ソ
コ
ン
事
務
科（
３

カ
月
コ
ー
ス
）

募
集
締
切
／
11
月
22
日（
月
）

対
象
／
障
害
の
あ
る
方
で
早
期
の
就

職
や
再
就
職
を
目
指
す
方

定
員
／
11
人

応
募
方
法
／
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
直
接

※ 

願
書
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
た
は
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

選
考
方
法
／
面
接

※ 

面
接
日
は
12
月
３
日（
金
）

面
接
・
訓
練
場
所
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ

ワ
ー
カ
ー
ズ
鹿
児
島
　
鹿
児
島
校

（
鹿
児
島
市
新
屋
敷
町
）

訓
練
期
間
／
12
月
22
日（
水
）～
令
和

４
年
３
月
18
日（
金
）

※ 

訓
練
期
間
中
は
、
訓
練
給
付
金
な

ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

訓
練
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
）、
仕
事

に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校（
入
来
町
）

（
44
）２
２
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内（
川
内
公
共
職

業
安
定
所
）

（
22
）８
６
０
９

行
政
相
談
週
間
と
相
談
会

　
10
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
）は
、

行
政
相
談
週
間
で
す
。
市
で
は
、
行

政
相
談
の
理
解
を
広
め
、
利
用
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
政
相

談
週
間
を
定
め
、
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。

時
／
毎
月
第
１
木
曜
日
10
時
～
12
時

所
／
本
庁
２
階
　
相
談
室

内
容
／
行
政（
国
・
県
・
市
）に
関
す

る
こ
と
で
、
困
っ
た
こ
と
や
分
か
ら

な
い
こ
と
、
改
善
、
改
修
し
て
も
ら

い
た
い
こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。鹿

児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー０

９
９（
２
２
４
）３
２
４
７

川
内
歴
史
資
料
館
臨
時
休
館

　
企
画
展
設
営
の
た
め
、
10
月
26
日

（
火
）は
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

募
集

相
談

お
知
ら
せ

▲川内技術開発
　センター
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市
有
土
地
・
建
物
を
　
　
　

一
般
競
争
入
札
で
売
却

　
左
表
の
と
お
り
売
却
し
ま
す
の
で
、

入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
売

却
要
領
を
確
認
の
上
、
現
地
見
学
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
不
参
加
の
場

合
で
も
、
入
札
に
際
し
て
は
、
参
加

さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
）

※ 

入
札
参
加
資
格
者
は
、
地
方
自
治

法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
の
規

定
に
該
当
し
な
い
個
人
ま
た
は
法

人
に
限
り
ま
す
。

※ 

入
札
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
提
出

し
て
い
た
だ
く
参
加
申
込
書
な
ど

を
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
札
時
は
、
必
ず
入
札
金
額
の

５
％
以
上
の
入
札
保
証
金（
現
金

ま
た
は
銀
行
振
出
小
切
手
）と
印

鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※ 

銀
行
振
出
小
切
手
は
、
本
市
指
定

金
融
機
関
な
ど
が
振
り
出
し
た
自

己
宛
て
の
も
の
で
、
発
行
日
か
ら

起
算
し
て
５
日
以
内
、
持
参
人
払

式
、
線
引
き
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
。

▼ 

最
低
売
却
価
格
以
上
の
最
高
価
格

で
入
札
さ
れ
た
方
に
売
却
し
ま
す
。

▼ 

提
出
書
類
な
ど
は
、
本
庁
財
産
活

用
推
進
課
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

本
庁
財
産
活
用
推
進
課
財
産
活

用
Ｇ（

４
７
６
２
）

住
民
票
な
ど
第
三
者
交
付
の
　

本
人
通
知
制
度

　
本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
や
戸

籍
謄
・
抄
本
な
ど
を
本
人
の
代
理
人

や
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
希

望
す
る
本
人（
事
前
に
登
録
が
必
要
）

に
通
知
す
る
制
度
で
す
。

制
度
の
目
的
／
不
正
請
求
や
不
正
取

得
の
防
止
と
抑
制

※ 

不
正
請
求
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
、
個
人
の
権
利
の
侵
害
防
止
が

期
待
で
き
ま
す
。

登
録
で
き
る
方
／
本
市
の
住
民
基
本

台
帳
や
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

登
録
方
法
／
本
庁
市
民
課
や
各
支
所

に
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
直
接

※ 

郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
申
請
も
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

受
付
場
所
／
本
庁
２
階
市
民
課
お
よ

び
各
支
所

本
庁
市
民
課
住
民
Ｇ（

２
５
４

３
） 

小
型
無
人
機
な
ど
の
飛
行
禁
　

止
区
域
の
追
加

　｢

重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空

に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の

禁
止
に
関
す
る
法
律｣

が
改
正
さ
れ
、

８
月
16
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の｢

川
内

原
子
力
発
電
所
の
敷
地
お
よ
び
そ
の

周
辺
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ
の
区
域｣

に
加
え
、｢

航
空
自
衛
隊
下
甑
島
分

屯
基
地
の
敷
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
お

お
む
ね
３
０
０
ｍ
の
区
域｣

が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
両
区
域
で
の
小
型

無
人
機
、
い
わ
ゆ
る
ド
ロ
ー
ン
や
ラ

ジ
コ
ン
機
、農
薬
散
布
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
の
飛
行
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
の
除
外
規
定
に
該
当
す

る
場
合
、
飛
行
可
能
な
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
薩
摩
川
内

警
察
署
を
経
由
し
て
鹿
児
島
県
公
安

委
員
会
へ
通
報
書
に
よ
り
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

除
外
規
定
／

・ 

施
設
の
管
理
者
ま
た
は
そ
の
同
意

を
得
た
者
が
、
周
辺
地
域
の
上
空

に
お
い
て
小
型
無
人
機
で
飛
行
す

る
場
合

・ 

土
地
の
所
有
者
、
占
有
者
ま
た
は

そ
の
同
意
を
得
た
者
が
、
当
該
土

地
の
上
空
に
お
い
て
小
型
無
人
機

な
ど
で
飛
行
す
る
場
合

・ 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
業
務

を
実
施
す
る
た
め
に
、
小
型
無
人

機
な
ど
で
飛
行
す
る
場
合

※ 

通
報
せ
ず
に
飛
行
を
行
っ
た
場
合
、

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
県
警
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

薩
摩
川
内
警
察
署

（
20
）０
１
１
０

番号 所在地 地目・構造 地積・床面積
（㎡）

最低売却
価格（円）

① 高江町字大曲６５６番１ 宅地 307.77� 2,297,100

②

中村町字田島６９６６番５ 宅地 405.85�

4,181,000

土地合計 405.85

中村町字田島６９６６番地５

居宅・事務所
木造スレート葺
平家建

102.27

車庫
木造スレート葺
平家建

20.52

建物合計 122.79

③

樋脇町市比野字宮元１３７番１ 宅地 884.28�

6,991,000

土地合計 884.28�

樋脇町市比野字宮元１３７番地１

居宅・事務所
木造セメント瓦葺

平家建
97.71�

車庫
木造セメント瓦
平家建

18.56�

建物合計 116.27

④

祁答院町藺牟田字紫尾田７５３９番３ 宅地 530.70�

3,951,000

祁答院町藺牟田字紫尾田７５３９番６ 雑種地 58.00�
土地合計 588.70�

祁答院町藺牟田字紫尾田７５３９番地３

居宅・事務所
木造スレート葺
平家建

96.05

車庫
木造スレート葺
平家建

19.00

建物合計 115.05
内容 時 所

現地見学会
10/22( 金）
①9:00 ～ 9:30　②10:30 ～ 11:30
③13:30 ～ 14:30　④16:00 ～ 17:00

各所在地

入札参加申込 10/22( 金 ) ～ 11/4( 木 ) 本庁４階　財産活用推進課

入札当日受付
11/17( 水 )
①②9:00 ～ 9:20　　③9:20 ～ 9:40
④9:40 ～ 10:00

本庁６階　602会議室

入札 11/17( 水 )
10:00から番号順に順次開始 本庁６階　603会議室
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※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。
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三
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　虹こ
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　前回、前々回と同訓異義語をやってきたけど
今回は、少し趣向を変えて、「さんごじゅうご」
というせんで弁をその語源とともに探ってみた
いと思うつん。
　「さんごじゅうご」の意味は、「しばらくしてか
ら後」。使い方としては、「さんごじゅうごして
から　そげなこちょ　ゆな（今頃になってからそ
んなことを言うな）」という具合だつん。
　語源は、五穀豊穣のお供え物として、五穀、
実の物、根の物という３種類を５個ずつ奉納す
る風習が由来で、この準備に時間が掛かること
から、３×５＝ 15（さんごじゅうご）といわれる

ようになったという説と、働き
者の女性に対して、子どもを産
んだ後くらいはゆっくりしなさ
いという意味で、産後 15 日が由
来となったという説があるつん。
　とっても奥が深くて優しいせ
んで弁だつん。

せんで弁講座
さんごじゅうご
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■総人口 93,162人（− 13人）
　男　性 45,006人（＋ 3人）
　女　性 48,156人（− 16人）
■世帯数 46,306世帯（− 20世帯）

８
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命

時／ 10月25日（月） 
9時30分～16時
所／向田公園
問合先／
市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市民の動き（9月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R3/1/1 ～ R3/9/6）

区　分 件　数
交通事故 130 件（前年比 −    9 件）
死　　者 0 件（前年比 −    2 件）
負 傷 者 148 件（前年比 − 10 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R3/1/1 ～ R3/9/10）

区　分 件　数
火　災 21 件（前年比 −  7 件）
救　急 2,762 件（前年比 −  12 件）
救　助 19 件（前年比 −  24 件）

※火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（10月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課（ 2467）へ

税　目 納期限
国民健康保険税４期 11月1日（月）

202021.10.10 広報
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2021.10月号

　広報室では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写真な
どや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集して
います。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを明記
の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁広報室内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和３年
10月22日（金）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※ 

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
に
届
け
出（
出
生
・
死
亡
）

を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
に
同

意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

８
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
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読 者 の ひ ろ ば
あ
り
が
と
う

　
陰
に
な
り
、
日
な
た
に
な
り
、
お
世

話
に
な
っ
た
Ｍ
さ
ん
。
お
会
い
し
て
お

見
舞
い
も
で
き
ぬ
間
に
静
か
に
逝
っ
て

し
ま
わ
れ
た
。
お
元
気
な
頃
、「
あ
ん
た

は
あ
た
い
が
お
ら
ん
ご
と
な
っ
た
ら
寂

し
か
ど
」と
笑
っ
た
そ
の
眼
差
し
、
温
か

い
手
の
ぬ
く
も
り
、
今
だ
に
忘
れ
な
い
。

頂
い
た
バ
ラ
の
差
し
木
、
株
分
け
し

た
赤
い
ガ
ー
ベ
ラ
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
思

い
出
と
し
て
今
、
笑
っ
て
咲
い
て
い
る
。

サ
ト
イ
モ
は
砂
糖
を
ま
ぶ
し
て
調
理
す

る
と
吹
き
こ
ぼ
さ
な
い
よ
と
か
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
数
あ
る
。
あ
り
が
と

う
と
言
い
な
が
ら
、
し
の
ん
で
い
ま
す
。

マ
ル
コ（
72
歳
）

ど
根
性
タ
ケ
ノ
コ

　
実
家
の
山
で
見
つ
け
ま
し
た
。
木
の

幹（
切
り
株
）か
ら
タ
ケ
ノ
コ
が
生
え
て

い
ま
し
た
。
と
て
も
珍
し
か
っ
た
の
で

送
り
ま
す
。
今
年
は
、
木
や
竹
を
切
っ

た
の
で
た
く
さ
ん
の
タ
ケ
ノ
コ
が
出
て

く
れ
ま
し
た
。

Ｓ
・
Ｉ（
73
歳
）

き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し
た

笹
原
は
ん
じ
ら（
84
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真
など、皆さんからの投稿をお待ちしています。

提出・問合先／本庁ひとみらい政策課（内線 4741）
　　　　　　　　 hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

住所、氏名、連絡先、ペンネーム、メッセー
ジを記入の上、メールなどでお送りください。（（ ））

待望の初孫、じいさまに似たなかなかの良かにせどんです。活発で動き
が素早く、みんなの期待の星です。 （ペンネーム：高城川のガラッパどん）

掲載店募集中！！広報室までご連絡ください。

　 上 記 締 切 ま で に お 便 り を い た だ い た 方 の 中 か ら、
「Ａ

ア ン テ ィ ー ク

ＮＴＩＱＵＥ」の商品券500円分を５人の方にプレゼ
ント。

　「ここでしか食べられない商品を提供できたら」と旬のフ
ルーツをふんだんに使い、見た目にも味にもこだわった
ケーキをはじめ、絶妙な甘さでリピートしたくなるクレー
プや、焼き菓子などを販売しています。自分へのご褒美や
手土産として、ぜひお召し上がりください。

ＡＮＴＩＱＵＥ�　　　　�������
住御陵下町 5473-7
営 10：00 〜 18：00
休月曜日、火曜日
　（祝日の場合は営業）

080（5864）3351

3

●
山口ガス

至上川内町

至大小路町

天
神
池ＡＮＴＩＱＵＥ

【締切】 10 月 22 日（金） 消印有効▲ハナショウブ

▲インスタグラム
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■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　 � �0996（23）5111�� �0996（20）5570
　　　　　　 � �0996（22）8115（直通）
　　　　　　��※音声案内後に内線番号を押してください。
閉庁日および時間外��� �0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）

koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　�  0996（37）3111   0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　�  0996（44）3111   0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　�  0996（42）1111   0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　�  0996（55）1111   0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　�  09969（2）0001   09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　�  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　�  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　�  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　�  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　�  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　
広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

■新型コロナワクチン接種　コールセンター
 050（3850）0018

※月曜日～土曜日の 8：30 ～ 17：30
※日曜日・祝日は休み

やくしょにコール

もう10月ですね。朝晩は少し涼しくなり、季節も秋に
移り変わってきたのかなと感じます。秋といえば、芸

術の秋、読書の秋、スポーツの秋といいますが、私の中で
はもっぱら、食欲の秋！！！秋は、おいしいものがたくさん
あり、食べるのが好きな私にとってはたまらない季節です。
今月号の「私のFood記」原田将弘さんの「牛肉のコロッケ」、
今月のプレゼントANTIQUEさんのスイーツもおいしそうで
す。コロナ対策をしながら、秋の味覚を楽しみたいと思いま
す。みなさんは秋といえばどんな秋を想像しますか。（重田）

担当者の声

問合先／ 本庁広報室広聴広報Ｇ（内線 633）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」を読むこと
ができます！ダウンロードしてぜひご利用ください。

＜目　次＞

Ｐ２　 その業　唯一にして無二【甲冑工房丸武】
Ｐ６　 本市の国民健康保険の状況
Ｐ８　 全国からのふるさと納税に心より感謝申し上げます
Ｐ９　 市内全域に光ファイバを整備しています！
Ｐ10　 みんなの１１９
Ｐ11　 第４回令和デザイントーク
Ｐ12　 まちの話題
Ｐ13　 私のFood記
Ｐ14　 人のとなりに
Ｐ15　 キジカケル　突撃レポート！
Ｐ16　 防災トピックス／市職員の人事異動
Ｐ17　 情報掲示板
Ｐ22　 読者のひろば

その業　唯一にして無二

　今月号の表紙は、先月号のＶＥＲＡに続き、この薩摩川内市
に世界に誇る技術があることを伝えたくて、「甲冑工房丸武」の
よろい「甲冑」をテーマにさせていただきました。
　さらに、展示館に並んだ数ある甲冑の中からは、戦国時代最
強との呼び声高い島津四兄弟の中でもとりわけ勇猛とされた
「島津義弘」をイメージして製作された甲冑を選びました。
　写真の腕は、未熟そのものですが、正面から見ると左右対称
のかぶとの形が、あたかも非対称に見えるような構図を狙って
います。
　今月号の表紙を見た子どもたちに、単純に「かっこいい」と
思ってもらえたらうれしいです。

◎今月の表紙
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申込・問合先／広告代理店：㈱ホープ　　092（716）1404 広告
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